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●企業について

導入・推進の方法について教えてくださいQ

育休推進のきっかけは？

　 育児や介護、配偶者の転勤などの事情で離職することがないよう、
10年以上前からテレワークや時短勤務を導入しています。社長である
私自身が男性育休制度をしっかり勉強し、社員に制度の活用を推奨す
るとともに、引き継ぎや業務分担も進めてきました。

　　柔軟な働き方制度づくりの一環として『くるみん』認定を目指し
たのが、直接のきっかけです。リーダークラスの社員も育休制度を活
用できるよう、社内の環境を整えました。

成果主義の人事制度と自由な働き方

柔軟な勤務形態を選択できる

リーダーが育休を取得できる環境整備

A

Q

A

取り組んでみて、どのような変化や効果がありましたか？Q

　　業務分担を整理し直したことで、属人化を解消できたのは大きな
メリットです。育休復帰後の社員の生産性も格段に上がり、離職率も
2％以下になりました。中・長期的には大きくプラスになると思うの
で、いっそう推進していきたいです。

仕事のシェアで属人化が解消

復帰後の仕事効率がアップ

働きやすい制度で離職率2％以下に

A

出向先への早めの相談、申請で、
スムーズに育休取得
育休は、出向中の第二子誕生の際に2週間取得しました。当社の総務担当者が、取得に向
けて社内手続きを丁寧にサポートしてくれました。出産後は、妻の体調の回復を見守りつ
つ、沐浴や弁当作り、長男の保育園送迎を担当しました。会社や出向先の職場でも育児へ
の理解があったことで、体調が万全でない妻をしっかりサポートできました。

長男のケアができました。育休後も夜遅
く帰ると「パパがいなくて寂しい」と言っ
てくれ、妻からも感謝されました。

出向先の許可を得て育休を申請。許可が
下りるかどうか心配でしたが、半年前に
早めに申請しておいてよかったです。

育休を取得し、家族と向き合うことでリフレッシュもで
きたので、仕事に復帰した際には生産性が上がったよ
うに思います。総務担当者のアドバイスでスムーズに
手続きを進められて感謝しています。

よ  かったこと 不  安 だったこと 仕  事 へ の 思 い

株式会社 NICS
所在地／玉野市宇野1‐11‐1  事業内容／ソフトウェア受託開発およびコンピューター機器類販売  従業員数／79名

目指したい
未　　　来

フレキシブルな働き方を
導入したことで、
仕事の属人化が解消
離職率も2％以下に

生産性や成果を上げられる環境を着々と整備しているところであり、結果として売上や利益が上がるような企業を目指してい
ます。2024年、東証と福証のプロマーケットに上場。柔軟な働き方ができる制度や環境を整えて、よりよい人材を採用しながら、
さらに上の市場も目指していきたいです。そして、社員が健やかに仕事に取り組めるよう、健康経営にも引き続き力を入れて
いきたいと考えています。

人が辞めない仕組みを
作られている好事例!

玉野市宇野に本社を置くITソリューション企業。成果主義の人
事制度を導入するとともに、オールフレックスタイム制や短時間
勤務制度など、仕事と育児や介護の両立に力を入れている。
2024年「おかやま子育てしやすい職場アワード」受賞。

取得者の声

●企業について

導入・推進の方法について教えてくださいQ

育休推進のきっかけは？

　  各部署で常時、誰かが休んでいる状況を想定した体制づくりを進め
ました。社長や上司自ら取得希望者に声掛けして、総務担当者から手続
きを説明するようにしています。早めに仕事を引き継ぎ、取引先にも理
解を求めています。

　　弊社は2023年から男性育休を推進しています。人材確保が難し
い県北では、会社への帰属意識を高めることで定着率が上がると判
断しました。2年程度の応援要員を手配してでも、育休取得後、戻っ
てきてもらうほうが有効だと考えています。

日ごろから欠員を想定した体制を整備

社長や上司が男性育休の取得を推奨

事務手続きは総務担当者がていねいに説明

A

Q

A

取り組んでみて、どのような変化や効果がありましたか？Q

　　「会社が子育てを応援してくれている」という意識から社員の貢
献意欲やモチベーションも高まり、明らかに利益率が上がりました。
中途採用希望者が増え、パート社員の産休・育休取得も進んで人材が
多様になりました。

手厚い制度で会社への信頼感高まる

モチベーションや能率が上がり利益率に反映

パート社員の産休・育休取得増加で人材が多様に

A

「なんでも相談を」上司からの声掛けが取得の後押しに
第一子の誕生を控え、育休取得を検討していた時に上司が勧めてくれました。生後2か月から
1か月間の育休を取得し、その間家事を分担しましたが、夫婦二人でも大変だったと感じていま
す。総務担当者から、育休を分割取得できることなどを詳しく教えてもらえ、上司が「何でも相
談を」と声掛けしてくれたのはありがたかったです。社員の幸せを第一に考えてくれる会社だと
改めて感じました。復帰後、子育てを終えた同僚から「自分も育休を取得すればよかった」とう
らやましがられました。次に子どもが生まれる時にも、また取得したいと思っています。

日に日に変化する子どもの姿や表
情が見られたことです。妻からも
「休んでくれてうれしい」と感謝さ
れました。

難易度の高い業務に関しては、引き継ぐことに不安もありま
した。しかし職場はもともと育休を取得する女性社員も多
かったため、欠員が出ることと、引き継ぎの対応がしやすい
体制だったことも、不安が軽減される要因でした。

子どものために急に休むことも増えると
思いますが、仕事の段取りを早めるな
ど、より効率的な業務を心がけるように
したいです。

よ  かったこと 不  安 だったこと 仕  事 へ の 思 い

株式会社 永田製作所
所在地／美作市竹田145‐40  事業内容／スチール製オフィス家具部品製造  従業員数／38名（岡山工場）

目指したい
未　　　来

手厚い制度で帰属意識が高まり、
社員定着率や採用数、
さらに利益率もアップ

弊社は、今年創業63周年を迎えます。100周年を目指して、これからの37年間を通じて社員の収入が上がっていく会社にし
たいと思っています。そのための方策として、社員一人ひとりに今後の長期ビジョンを考えてもらえるような教育も行っていく
予定です。そして今後も利益の3分の1を、社員に還元できる経営を目指していきたいと考えています。

創業63年のオフィス家具部品メーカー。約10年前から女性社
員の育休を推進し、『育児休業後も子育ては続くもの』という考
えのもと、22歳までの子ども手当、小学6年生までの時短勤務
など子育て支援制度も手厚い。子どもが病気のときや参観日な
どは、男性社員も休暇を取りやすい環境を整えている。

取得者の声
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休業・休暇取得時を想定した
組織作りに注目!
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